
民間企業との包括提携による
蚕織錦絵コレクションの活用

東京農工大学科学博物館 齊藤有里加



東京農工大学科学博物館
・創基は明治19年
・工学部は養蚕製糸専門の高等教育機関
（蚕業講習所・高等蚕糸学校）を前身とする
・繊維博物館時代の収蔵品も貴重
・全学科により農学部・工学部両学部へ
・大学の先端研究を発信する機関

蚕糸業における
官営最初期の高等教育機関

資料価値の埋没が課題
工学部に貴重な繭標本、学術模型、錦絵コレク
ション等の資料群があることが知られていない。

東京農工大学科学博物館
本館

大学先端研究関連企画展

蚕模型・イタリア教育掛図

在来蚕糸技術に解剖・遺伝学など学理的視点が備わり、
国内発展していく経過を示す貴重資料



博物館５ヵ年計画
・目的 デジタル化による資料可視化での博物館リニューアル
→展示室内だけでは資料を公開するのに限界
→ウェブ公開することで、資料の学術価値を再評価する
→海外に資料の存在を知ってもらいたい
→資料を通じた外部連携を構築する

「蚕糸学術コレクションのデジタル化」への着手
→古い資料を新しい技術を用いて価値の再発見を行う

・勧工寮葵町製糸場図面３D復元プロジェクト
・蚕織錦絵コレクションジャパンサーチへの掲載と活用

5ヵ年計画の中でCOVID-19に

（2019年〜2023年）



※構想図のため実施していないものも含む



・東京農工大学科学博物館
「蚕糸学術コレクション」
「学芸員課程」

・合同会社AMANE
「学術資料群の資料整理実績」
「コレクションのデジタル化技能」

・学芸員課程での演習協力、資料整理をきっかけに
デジタルアーカイブのモデルの共同研究へ
→デジタル化における新たな課題、可能性の発見の
ため包括連携協定へと発展

両者の包括的な連携のもと、学術デジタルアーカイブ公開を基にした社会の発展
を目的として、以下の内容について連携・協力を行います。
（１）学術デジタルアーカイブ構築・公開に関する協力
（２）学術デジタルアーカイブの活用および関連するイベント実施に関する連携
（３）養蚕関連資料を対象とした調査・研究に関する連携・協力
（４）その他全各号に付帯する事項及び両者が必要と認める事項

学術デジタルアーカイブの構築および養蚕関連資料
を対象とした調査・研究に関して
包括的連携・協力に関する協定を締結

民間企業との包括連携協定

2021年7月1日

→資料アーカイブの「将来」についての試行実験、検証の必要性



堀井洋, 小川歩美, 堀井美里（合同会社AMANE）, 齊藤有里加, 横山岳, 金子敬一（東京農工大学科学博物館）
企業との連携による大学博物館資料デジタルアーカイブ公開に関する考察－東京農工大学科学博物館デジタルアーカイブ蚕糸学術
コレクションを事例として－ 26回情報知識学フォーラム（2021）より引用



資料特性上、著作権や公開上の縛りを受けにくい

→様々なデータ活用に挑戦できる。



システム構成

ジャパンサーチ

齋藤・堀井ら（２０２０）



資料の撮影とメタデータ
の作成

• 撮影の総画素数は3600万画素、カメラ機材は
NIKON D810を用いて撮影した

• また、撮影したデータと既存の目録データとの
照合を行い、「タイトル」「絵師」「年代」
「版元」を記載し、英語表記を行った。さらに
タグによる抽出を想定して、例えば猫のモチー
フが含まれているものに関しては画像を確認し、
キーワードの抜出を行った。



館内閲覧シ
ステムによ
る画像公開

館内閲覧システムは、
NASに閲覧用デジタル
画像を入れ、館内無線
LANを通じてタブレッ
トに接続し、ビュワー
アプリケーションソフ
トを介して大型モニタ
に表示される仕組みで
ある。



外部公開用アーカイ
ブシステム
本システムでは、デジタル・アーカイブ
公開環境についてはOmeka S を、IIIF規
格に基づいた画像公開環境（イメージ
サーバ）についてはIIPImage Server を用
いて構築した。Omeka Sには資料メタ
データとともにIIIFマニフェストを登録す
ることにより、各資料の高精細画像を利
用者はビュワーを介して閲覧することが
可能となった
https://archives.tuat-
museum.org/s/da/item-set/2160



公開環境の構成

• 計算機環境： Linux(CentOS7) + httpd2.4 +mariadb10.4
+ PHP 7.3 + iipsrv（IIIFイメージサーバ）

• デジタル・アーカイブシステム： Omeka-S v.2.1.0

• アクセスログ可視化：現在のところawstatsを設置
→ ジャパンサーチ提供の統計情報との連携を検討中



「ジャパンサーチ」
人文科学、自然科学領域を超えた横断型検索に
よる幅広い資料発信手法を提案

2020年10月公開



理工系大学が内包していた蚕織錦絵を分野横断で共有
することができるようになった。



東京農工大学科学博物館とジャパンサーチ

• 授業目的：後期テーマ「デジタルアーカイブ演習」のうち、
「ワーク機能」による展示の擬似体験
デジタルアーカイブの特性の理解

• 授業期間：2020年１０月〜１１月のうち２日間
2021年１０月〜１１月のうち自主制作課題として

出題、最終課題として発表
ジャパンサーチ解説と操作説明

「ワーク機能」によるギャラリー作成とオンライン発表
※２日間の間には各自のテーマを探し、アカウント接続と操作体験をする課題を出した

・農学部学生・工学部学生 ９名（2021年） 23名（2022年）
・担当教員 齊藤有里加１ 堀井洋２ 堀井美里２

ゲスト講師 小川歩美２

ジャパンサーチ「ワーク機能」を使った学芸員実習を実施

１）東京農工大学 ２）合同会社AMANE



デジタル展示構築の流れ

背景・概要の理解

検索・ワークスペースを
中心とした機能・操作の
習熟

他機関・既存ギャラリー
事例の把握

展示企画・コンセプト立案

展示対象資料の選定

解説・キャプション作成

展示の公開と発表

外部からの評価・意見の
把握・理解

評価・要望に基づいた
修正・改善の検討

I.ジャパンサーチの理解 Ⅱ.ギャラリーの作成 Ⅲ.公開と評価

評価のフィードバック・修正実施 未実施



東京農工大学科学博物館とジャパンサーチ
受講者制作ギャラリー

2020年度学芸員課程実習生成果



オンライン遠隔授業により、
学生とジャパンサーチ現場担当者
を含め、
データ活用の「議論」を行ったこ
とで、将来的な課題が共有された。

学生にとっては、展示企画の擬似
体験を通して、
・オンラインスキル、
・発表スキル、
・検索スキル
研究発表能力の向上への有効性が
認められた。

野生生物の研究室にいる学生が、日本画内に描かれる生物を科学的な同定を行い、
仮想展示化
→学生の専門領域を活かした分野横断型の資料活用の議論へ

演習例）

2020年度学芸員実習生課題



東京農工大学科学博物館とジャパンサーチ
デジタルデータ活用活性化への展開
蚕織錦絵コレクションのデジタルデータを活用し
「あつまれどうぶつの森」における着物の復元

UMAC-UNIVERSEUM 20212021/9/1 Session 3: COVID Networking
にて企画紹介

着物のマイデザインは
こちら

大学博物館連携イベントでの活用
→いろいろな形で資料へのアクセスの機
会を増やしたい。

参考：小川他（2021）「デジタルアーカイブの活用と利用状況の把握についての課題と考察 , 
「あつまれどうぶつの森」活用を事例に」第 1 回 DA フォーラム デジタルアーカイブ学会



東京農工大学科学博物館とジャパンサーチ包括連携協定で見えてきたこと

１デジタルアーカイブ実装における具体的な手順の共有とデータ化における課題の共有

２デジタルアーカイブ理解における学生教育教材モデルとして
「ジャパンサーチ」ツールの有効性の確認

３メタバース的空間におけるプログラム利用の可能性
（あつ森の活用）
４データ活用評価の上での課題→コンテンツ先でのアクセスログの把握の難しさ

現場評価の煩雑性（技術上の課題）

「蚕織錦絵コレクションのデジタル化と活用モデルの試行」

作ったデータはどう活用できるのか？の視点共有

これまで見えてきたデジタル化への課題について、引き続き研究的視点からで議論を深めていきたい。



ありがとうございました。
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